














































































生をコントロール群 (12名)とした。介入プログラムの実施時間は、両群ともに約 1時間であったD 追跡
調査として介入 1ヶ月後に実施した。
(結果と考察)
介入群において、介入前後および追跡調査後に自己価値感および問題解決度の上昇、自己抑制度、特性不
安 (STAI)、抑うつ (SOS)の低下が確認された。一方、コントロール群においては、すべての尺度値にお
いて有意な変化はみられなかった。本研究では、介入群においては、学生同士のペア実習を実施し、学生が
主体的に課題に取り組む方法に変更した。その結果、自己抑制度が低下し、他の心理尺度については研究田
と同様に改善が示された。本イメージワークでは、養育者のイメージを報酬系のイメージに変容し、そのイ
メージを強化することで受容惑が得られ、肯定的な自己イメージ脚本が形成されたと考えられる。このこと
により、不安になりやすい傾向や抑うつへの解釈性が変化し、これらの尺度の得点が低下したと考えられる。
(結論)
集団を対象としたユニバーサル介入タイプの抑うつ予防プログラムの実施により、自己イメージ脚本の改
善や精神健康度の改善が示され、大学生の抑うつ予防を図る一手法として、本プログラムの効果が確認され
た。
審査の結果の要旨
世界の多くの国々で大学生のメンタルヘルスが悪化している問題が報告され、その効果的な改善対策につ
いてはまだ模索している段階にある。本研究は、養育者の表情イメージ表象の変容に着目した対象にした、
一般学生のメンタルヘルス予防を目的とするユニバーサル介入タイプの抑うつ予防プログラムであり、それ
を作成し、その効果を検討したものである。まず大学生を対象にしてまず横断的調査を実施し、その結果メ
ンタルヘルスは自己イメージ脚本によって決められるが、その自己イメージ脚本の改善には、本人の持つ生
物的な要因としての気質のコントロールの仕方を身に着けることや、親のイメージに関しては慈しむ笑顔の
表情イメージ表象の構築が必要なことを見出した。次にメンタルヘルスに関する心理教育を対照群として、
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縦断的介入調査を実施し、親のイメージ改善と気質を生かすセルフケア行動をとることを促した介入群が、
自己イメージの有意な改善とメンタルヘルスを有意な改善効果を見出したというものである。他方、対照群
において変化はみられなかった。
本研究によって明らかになった知見は、思春期のメンタルヘルスに関連する学会雑誌など3つの専門雑誌
の原著論文に掲載され、専門分野での評価をえている。
平成 24年i月13日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定したっ
よって、著者は博士(体育科学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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